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丈アイウエオ順〉

(1) 昭和51年度先天股脱予防に関する研究 d

I 研究目的

先天股脱は人種により発生頻度に差があり，日本は発

生頻度の高い固に属する。これは人種の差というより

も，乳児期の股関節の扱い方によるもので，新生児期，

乳児期になるべく股関節に負担のかからない肢位をたも

たせれば，その頻度を?らすことができると考えらむる

〈資料1)このためには，新生児期・乳児期の股関節の

異常を早期発見するために，適切な検診システムと診断

手技，診断基準が必要であり，また，新生児期，乳児期

の股関節を保護するための注意を一般に普及させること

が重要である。 〆

本研究は，上記についての具体的な方法論を得ること

を目的としている。

E 研究成果

1. 先天股脱の発生頻度は，これまでの報告によれば，

完全脱臼が全乳児の約3%く1.5-5%)麗脱臼はこの

約3倍，臼蓋形成不完は約5傍にのぼると考えられる。-

E資料 2)

2， 伏見，魚津，常溜などで，従来のおむつのあて方に

かわ争股おむつ普及につとめた結果，クりックサイシ陽

性E容を 1%.以下に減らしうることがわかった。〔資料3)

3. 以上のデータをふま丸宅.以下の各項について検討

をおこなうた。その概要をのベる。

①検討システムと診断基準

早期発見のた時に，新生児期〈生後数日以内).1.，... 2 

:tJ月 3-4カ月 6ヵ月，:1歳の各時期に股関節の検

診をTることが望ましい。このうち，新生児期 1-2

カ月時に奥常が発見された場合も，おむつのあて方に注

意して 3カ月まて経過を観察することで正常化が期待

できるものが多い。 3..，.4カ月時に発見される異常は，

大半がリーメ区ピ~-折ル (R'B) 装着によって，起立

歩行開始前日治すことが可能である。 l歳は，人異常牽発

見して，非観血的整復が可能な最後の機会と vて重要ぜ

ある。詳細は，坂口，石田の抄録〔資料4)(資料引を

参照されたい。検診担当者はなるべく整形外科医が行う

ことが望ましいが，現状ではむずかしいので，産科医，

小児科医，助産婦，保健婦の検診で異常が疑われれば，、

なるべく早〈整形外科医のもとに送るこ止が望ま ιぃ。
②おむつ，おむつカバーについて t可、

f 生後数カ月防，子どもの下肢の動きをさまたげないま

う，おむつ，おむつカバー，衣服について考慮するミと

は，先天股闘の発生を防止する上で，子どもに対する俊

載がなく，手軽に行えて効果的な方法である。ミこのため

おむつのあt方については，股だけにおむつをあ.~晶方
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法がのぞましい。おむつカバーは，股おむつに適して，

しかも子どもの下肢の動きを制限しないものがよい。こ

のため一方法として，腰まわりの部分を細く，股はばを

広くしたおむつカノミーが検討された。

③ そのほか，新生児期の身長測定の際仏足をのば

すとき無理な力を加えないよう，赤ちゃん体操など下肢

に他動的なカを加える時，無理をしないようなどの注意

が必要である。

@新生児検診，おむつのあて方の指導などの実態を

しるため，先天股悦研究会会員である整形外科医師にア

Yケ{ト調査をおこなった。(雑誌「整形外科」昭和52

年2月号ー南江堂ーに掲減〉

〔資料 1) 先天股脱の予防一一成因との関連一一

1. !t種多様の成因論

先天股脱は予防が第ーであるが，それは成闘をよく理

解しなくてはできない。ところが成因に関して首ーから数

え切れない諸説があって，わけがわからぬ有様であっ

た。剖検例，手術例から，究骨自の形成異常をはじめ，

たくさんの奇形的所見が報告されてしfるが，それが原因

そのものなのか，あるいは別の原因による脱自の二次的

結果なのか，はっきりしない。それではよい予防対策が

たてられるはずがなかった〈先天的な奇形という解釈が

多かった〉

2. Ortolaniの clicktestによる新生児の関節弛緩性

検査.von Rosenの超早期治療〈予防〉

スエーデシの vonRosenは，新生児期の関節弛緩

怯〈母体から受けた大量の女性ホルモンによる〉を重視

l. Ortolaniの clicktestを指標として，陽性のもの

(約0.2%)は其正脱自の前段階とみて，独自の装具で

倒排位に保っておしすると 3カ月後には股関節が正常

化する。地域の新生児すべてにこのチ=ックを行った結

果，要治療の脱臼例を見かけなくなった。治療から予防

へと前進した一大エポッグといえよう。山室は京大関連

地域でこの方式を実践してすぐれた業績を挙げた von

Rosen方式には問題も多少あり. c1ick "test陽性であ

りながら何も手を加えなくても自然治癒してしまう例。

また逆に cl日cksign陰性とされながら後に真正脱臼に

進展するものもある。前者側を捉主て治療したとして

も，予防活動には overdiagnosis-， (病名のつけすぎ).

overtreatment (余分の治療〉はっきものと弁解できる

が，後者の検査洩れは大きな問題である。 clicksignの

判定法，検査の熱線度の問題もからんで〈事実，新生児

の clicksign検出率は発表者によりかなりの開きがあ

る〉この方式が企画同意を得られぬ理由ともなってい

る。

3. 新生児の好む股関節屈曲，おむつの役割

京大グループで新生児検診に従事しながら石田は重大

な事実を捉えた。おむつの用い方によってcIicksign 

研究協力者 整肢療護閤坂口 亮

陽性率に差ができる/ すなわち，新生児が股関節を屈

曲できないような巻きおむつを用いるところでは click

sign脇佳率が商く，股屈曲が自由にできるおむつを用

いさせた所では陽性率は激減する。一般に新生児は，子

宮内bこいたときの延長で，股関節を屈幽していて，時間

をかけて脚を伸ばすようになる。そこへ，無理に股関節

を伸展させる外力が加われfi.新生児では容易に脱臼し

てしまう。また子供自身が自然に屈曲位に戻るのを妨げ

るおむつは，整復のチャ Yスを奪い脱臼を定着させてし

まう。こうして，出生直後からのおむつの当て方が脱日

発生の頻度を大きく左右する。

先夫股脱でおむつを持ち出すと， ミおむつ固定、の意

味で捉える人が多いが，現代の趨勢から少々的はずれで

ある。子宮内からこの世へ生み出された子供の股関節

が，環境の変化に無理なく対応してゆけるよう守るのが

第一畿と考えるべきである。治療や予防より，以前の自

然保護であると石田は強調する。コトは簡単で，新生児

が好む股屈曲を妨げないおむつであればよい。着衣や抱

き方などもその線に沿うようにし，身長測定や赤ちゃん

体操などで脚を無理に伸ばすことは避けなくてはならな

し、。

4 成因論の見直L-.先天性なる名称の再検討

難解の成因論が身近なところで解明できそろである。

伸展脱臼説は名倉が早〈から唱えていたが，当時先夫異

常の解明と，それを機械的に治すことに狂奔じた情勢の

下では，それと違う方向に注目を慈4には一層強力な実

証がなくてはならなかった。現代京大一派の業績は強い

説得力を持ち，名倉説にも新しい光が当てられた。筆者

も. 3.4カ月の乳児の治療の場面で.Riemenbugelと

いう単なる吊り紐だけで脱臼が苦労な〈治るのを経験し

ているが，その秘密はR.Bによる屈曲にあるのに気づ

いた。 3. 4カ月の乳児を遅まきながら子宮内の肢位に

遅づけてやれば，脱臼は自然整復され治ってゆく。こち

らから直接に整復しなくても，好都合の環境におけばよ

い結果を得ることがわかった。仲良脱臼説や，脱自発生
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Q ， 辻 2.116 14 1964 1.19 5.192 

通 信 医 学 森本 13 8 635 1961 1.1 736 

千 業 医 品弓fo 会誌 宕瀬 37 5 353 1962 1.58 571 

第14回近畿公衆衛生学会 細川 抄録 26 1975 9.445 
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3 内藤他:心身障害研究報告

〔資料 4) 乳児股関節検診の診断基準一案一

C症状〕

完全に脱臼しているものは特有の像を墨1.-;片側脱自

の場合は左右の泣いが明らかで，一瞥診断できるほどの

ものもある。

a)下肢のみせかけの短縮

膝がしらを揃えた時の高さの遣い

b)肢位異常・-内転外旋優位

c)鼠径綴嬰，大腿鍍袈の左右差 。

d)股部，犬転子部，殿部，陵部の形の異常ー

e)開排制限

これらの症状群は，骨頭が後方に脱臼している場合f
その解剖学的位置関係を考えれば当然の帰結として理解

できる。家庭医学密では，母親に理解じやすい外見止の

チェックポイシトを並べるにとどまるが，医学従事者に‘

は，解剖j学的基礎を踏まえたうえでの本質的理解が求め

られる{それが欠けると，たとえば左右差の見られない

両側脱臼例や，筋トーヌスが弱くて解排制限のない脱臼

例などが見落されるようなことにもなる。

開排制限は，脱臼でなくても単なる内転筋抱縮によっ

ても起こるが，脱自の場合は，骨頭が究骨臼の後縁につ

き当って前に出られないためと思われる特有の様式がみ

られる。(開排操作によって骨顕治t自の後縁を乗り ζえ

で田内に入ればいわゆるc1ickとして触知できる〉片側

脱回の場合は左右差があって捉えやすい。

検診で先突股脱を捉える第1段階として「開排制限j

症状は有用である。(まだ，非医師，繁人にとっても同

様〉

〔診断〕

第 1段階:脱自の診断

〔骨頭の位置)-:蝕診上，大腿動脈と鼠径靭帯との交点

の部が克骨自の位置に相当し，正常ならば骨頚をそこに

ふれなくてはならない。脱自の場合は骨性抵抗をふれえ

ず，究骨田内に骨頚がないことがわかる (Scarpa三角

が空虚と表現する). 骨頭の触診は太った子供?ではわか

りにくいこともあり，多少の習熱を喜書するが，左右差の

明らかな片側脱自のやさしいケースで納得のゆ<触診を

得て，経験を重ねるとよい。(第 l図〉

E坐骨結節・大転子の位置関係) :開排 (90。屈曲.90。

外転〉させると，大腿骨は回旋されて大転子は下方にく

る。正常股では.-前頭函で坐骨結節と大転干は同一面上

に乗り， しかも両者は密接し，検者の揃主た示指・中指

。

研究協力者 整肢療護園坂口 苑

でそれぞれをぶれる二とができる。脱自の場合は，大転

子は坐骨結節を含む前頭面に乗らず.'，それより後方に位

怪L 当然両者は←離れている}六決転ヂを後方にふれるミ

と表現するが，前記~骨耳賓の位置~礎診のつきにくい場

合，補助診断法とじ宅者用である。 f第2図〉

(clickによる証明3・新生児期.，開排の増減に対応す

る整俊之脱臼現象瓜 clidζ主して触知できれば脱自の証

明になる。手L元期あかjは幼児期ゼも，日常おむつの交

換時や診察時の簡単な開排操作だけ宅 c1ickの蝕知され

るものもある。し、か~;./;すでに開排制限のある乳児に対

し股関節の開排考強行レてまで cIickを検することは，

カによる整復操作口他ならず，絶対に慌しむべきである

〈乳幼児を診察操作によって泣がせてはいけないノ〉

第2段階先天性であることの診断

〔脱臼をきたす他の主な原因〕外傷性γ 炎症後住t，破壊

性). 麻縛の有無等々を調べることにより除外できれば巴

よし、。

先宍股脱診断のポイントはきわめて術単なことで，官官

掲の症状害警民隣国KJ担当主する当然の努象とい主る。一

方これらの症状には，診断の決め手には怠ιない脱旬以

外で類似の症状を呈するものがあるからである。たとえ

ば患側肢の短縮・皮溝の非対称・形の異常は，先天性大

腿骨形成不全・各種原因の内反股でも見られイ開排制限

は単なる生理的個人差として，また脳性麻揮でもみられ

る。

近年X線診断過信の弊があるが，あくまで臨床観察に

第 1図骨顕の位置触診法
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よる診断を優先し，

断を誤らない。

従としてX線写真を参考にすれば判 う主民新生児期に clicksignで以て関節弛緩佳→脱臼

第2図 坐骨結節・大転子の位置関係触診法

〔乳児桧診の実際J
①:母親をはじめ保践者，助産婦. 1による観察県常の

保健婦，概婦，小児科民産|発塁後-3カ月

科医師寸医ほか J -それ以上

②:1.3...4カ月乳児検診 E保断または小胴医D
告Y保所に整形外

路震 とい唱頚そのー控銃撃滅
貫主的蹴のチ昌刊 誌高チークの

条項を入れる。

疑わしいものを

↓ 
③:整形外科へく専門的診断と治療の責任〉

〔詰〕①@の段階では痕状に重点，特に開時制限を重視

〈開排制限については角度の制限よりも，制限の様

式，左右差に注意).(なお， βカ用検診. 1年検診

でも再チ孟 Yタ)

②③の専門的診断ρ段階では診断の知識が必要

件付的j診断挙準

完全脱臼;'!lli脱臼玖臼遊形成不全は便宜的な分類

で単純レ線写其からは鑑別困難由乙とがある。臨床

所見と対比，総合すれば安全脱臼だけは比較的わか

りやすい。

(4カ月乳児検診の意義)

先天股脱の早期発見・治療が重要視され}保健活動と相

まって大きな進歩を遂げたのは約20年前のことになる。

それは主に3. 4カ月の乳児を検診対象としたカちその

の危険のあるものを発見し，これに対し vonRosen装

具によって正常化をはかる趨早期発見，治療へと流れが

進んだ。そのうちに，特に最近4. 5年の問に，石田ら

の窓欲的な研究，活動により，出生直後からおむつの当

で方，衣服などを中心とする扱い方一一新生児が股関節

を屈曲しでいる姿勢を基本として下肢を動かす。その本

質をまげない，いわば自然に逆らわないよう配慮ーーな

いし環境の改善により clicksignの検出率も著しく減

少し，また clicksign陽性のものでも，その後の扱い

方の改善により正常化するものが多いことがわかって来

た。こうなると，新生児の扱い方，育児指導一般に比重

が移り，大半が脱臼にならずにすむことになる。しか

し当然それですべて解決するわけでなし脱臼児も残

る。 3. 4カ月の月齢は，これを見つけ出して治療を始

めるに最高である。現今乳児先天股脱治療法の主流をな

す Rieme，nbugel法は. ，3， 4カ月の乳児脱臼の大半を

自然治療に近い形で正常化に導き，また同時に難治因子

のあるものをスク v-ユン〆する役目も果たす。こうし

て3，，.4カ月で発見されれば子供が立 yチ，歩γ ョの時

期までには脱臼が治っ:丈しまうので，是非この時期での

発見を徹底したい。

新生児時期くあるいは胎児時代の母親〉における育児

指導と関連して， 3， 47J月児の検診は以前よりも格段

に商くて箆聖書な窓越を持つに至った。

ただ，今までもそうであったように.3，4カ月検診か

らいろいろの事情で落ちこ隠れた子供がいることも事実

で〈中には検診rの見落と Lと思われるものもあり，目

下それの調査と対策を考慮中〉そのためにできれば6カ

月時→これは虫リとしても 1歳時には念の為の検診を

行ないたい。勿論小児科を中心としての育児指導一般の

一環として整形外科的検診が一部織り込まれればよい。

具体的活動は如何ようにあれ，先天股脱に関する治療

・予防の流れ〈歴史的〉をよく御理解蛾きたい。

。幼児，学童からさらに成人で，披行するもの，股痛

を訴えるものをみる。これらは最高の技術を以てして

も完全には治せない。治療の負担，苦痛が大きい。

。 そうならないため，早期発見が昆要。

この疾患は，乳児からの症状の訴えはないので，放

っておけば，歩き始めが遅いとか，歩〈形がおかしい

ということで始めて気づかれる。 3'，4カ月頃に発集

して Pーメ Yピ品目ゲノレで治療されれば，歩き始める

頃には治ってしまっているので，ぜひf .3. 4カ月に

こちらから見つけ出して」二げたい。 (3..4カ月検診

の絶対必要性〉
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。出生直後から，おむつや費服等環境事の配慮行場灘、

によ合て. 3，' 4カ月時に発見され治療される脱臼児

γが著しく減るので，この面にカをえれでE行きたしアよ，と

よオーこそ最大の;f防であるが， ワタラ号シなど人為的な品

" 
!、〆、、 、

交じをつを努l'るのづきな足新生児の特性を捉えた自然保護

的な育児をすればよいだけのことなので，その理解を

ー各方面に求めで行〈シてきである。格別の費、用バもJ要さ

:ず;::t.かも意義は最も'"きい。. 、
父、'

、、
一、、，

E資料 5)
J 、新生児股関節検診の診断基準一案一、~ > I~- 、

〆、

一般的注意

引)，睡眠時の自然な肢位主股関節・膝関節屈曲位〉及び

九う覚穣時の下肢の自由な運動を共に出生時点入ら妨げない

環境条件での検診であること。 /一、 。、

ゆ生後f 日以内の検診が望ま L l(.，~-:"Xjòiri.t Iaxityが

消朱Lない内に cljck.t~st を行長為。3

~3). !(Y下ク?とノ撮影はιない。 に診断的価値が少ないこ

七、放射線障害の可能性が強いこと，伸展位強制はよ

〈ないこと。コー

世)産科退院時に車自然肢位を妨げない諾注意の指導を

、全新生児の母親に行って，、はじめτ新生児検診の意味

がある。

乳児検診も必ず受けるように指導することも大切，

〈新生児検診をしたにもかかわらず乳鬼期にはじめて

発見される伽が多い故。〉

視診

開排度が少なく《たてひざしたような肢位)，外旋位

〈下腿は内方へ向.<).をとり，大腿部の短縮じ丈いるの

~観察することは，股関節脱臼文珍聞排制限の診断り補

助手段となるぶ助産婦~:指導じでお長と出生時の早期診
舗に使利。 F

開排制限

イ1)、手技・左右四指で政部・仙骨部を背曲]からささえ

1:'骨援を水平に保?ってか色，股関節を正1.-:<90。屈曲る

〈をじて両母指で新生児が泣かない程度にそっと開排す

る。角度は尾ば聞から見て犬腿内側面の接続と正中線主

のなす角。

制 判定・:・・左右差のある場合にはすべで関排制限と L

¥:-c扱う。両側同角度の場合は 70。以下とする。

判記載......生後何回固に認めたか記蔵する。(出生時

にすでに為ったのか，生後発生したものかできるだけ

{区別する為。 一 、;

ιçli~__si~ の有無を記載宇る。退院時に再検'-1:記

lIl'<する。v更に少くとも 3カ月まで追跡する。 、 二

世)注意…"開排制限がある場合に無理に関排を強制ι
て固定するのは危険〈ベルテ永様変化発生を防<.o

研究協力者 京都大学石間勝正

Click esigny:t朗 t‘

(1) 手投…...0

、

① Barlow-の誘発手技…・一方の手でイ山骨・恥骨を

ささえ，他の手で，股関節を後方に押す。

、このと吉股関節ぼ漣曲 ?IOO'，-'."外桧10'''"'20。ご膝関

節は完全屈曲ぷ泣ぷてv、ないときに行う。}←
押す手の母指は大腿内側i中拐環指は犬転手，芋

掌は膝にお'(。

押す力は極くそっと行なう。約500gめカで行な

うことをはかりを用いて慣れ主おく。、

@.Ortolaniρの手投・山伸展させるζ とに問題あり。

脱臼Lでいる状態かぢ整復する正曹の c1ickから己

らベ，次いで脱臼するときのc1ie孟をじちえる。左

右同時に行なうよ、 仏、

〈日本では①の手投がテ股的Tあるう‘

{助種類ー…・o一
、③ dry.、CJiek:(SomèivjlI~)~'.;_.;山靭帯の音で，小苦

:ぃ高ド音。脱泊'èば無関係め音。、脱臼(;);dici{:~ま整

-復 d脱自の感触なめで"乏れ記 dryと1ickとはM権
に区別できる。":-.-~.ア

② disloca同ble……誘発してはじめて脱臼時のciick

を紗l:i1，る場合。~'~_' ¥. _.' ::-1 

@)'-，-dls1dcated…..自然の肢位のままで脱臼ιでい話

場合。

@整復不能…~.~脱首位の量ま強い抱鰯がおり整復示
能故 click、佐触れな:1:¥;

(3) 記蛾…・・生後何回自に土記②③@吉の種類宅あrらだ

にか記按じJ単に自然経過をみ宅ゆく場合には退院時，

3カ月を記載するイ少~くとも1成まで経過をみる。

仙注意・1 ・::click誘発時，強め効支暴力的に行宅近めな

い。 1回の検診で2度以上繰り返vc誘発手技を行な

わない。

ド新生児の靭帯 J関節包はljJを加えると延び冷すい=

Jとを知ってお主主主込先足の申手、・指関節在 30。屈曲

位にして背側に押すι;主PヲッJグヌし?ていれば亜脱目

、する。このときの感触は新生児の .clickと似::c防2室。
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(2) 昭和52年度先天股脱予防に関する研究

先天股脱を減少させるためには，新生児期・乳児期に

なるべく股関節に負担のかからない肢位をたもたせるこ

と，新生児期・乳児期の股関節の異常を早期に発見し，

適切な処置をほどこすことが必要である。このため，適

切な検診システム・診断基準をつくることが必要であ

り，股関節を保護するための養護上の注意を一般に普及

させることが大切である。

本研究班では，昨年度，研究班発足以前から全国数か

所で行われてきた，新生児・乳児の自然肢位と自然な運

動をさまたげないようにという指導の結果，先天股脱の

発生を減少させることができたといろ成績をふまえて，

検診システムと診断基準案を作成1.-.また，おむつ，お

っカバーについて，子どもの下肢の動きを制限しないお

むむつのあ元方として股だけにおむつをあてる方法が有

効であること，股おむつに適したおむつカバーのデザイ

γについての検討を行った。

また，新生児期の身長測定の際，足をのばすときに無

理なカを加えないよう，赤ちゃん体操など下肢に他動的

な力を加えるとき総理をしないようなどの注意が必要で

あることを指摘したい。

また，本研究班の研究協力者のうち，整形外科部会

で，昭和51年10月16日大阪で行われた第12回先天股脱研

究会出席の整形外科医を対象にアシケート調査を行っ

た。詳細は，雑誌 r整形外科J28巻2号に「先天股脱予

防時関する第一次ア γヶート調査の集計結果について」

ぷ石田勝正他3として掲載されているが，概要を紹介し

ておく。

〔集計結果〕

回答者数は総計126名である。

問，1.おむつ指導〈衣服・抱き方などを官む〉をやって

いますか?

回答 126遇。「やっている」が91%。これらの指噂の盤

要性が広く理解されてきているといえよう。

問 2.おむつ指導の時期についてお答え下さい。

回答 114:遇。「新生児から指導」が62%0'r;乳児期から

だけの注意をしている」が35%。

各験場内性格や立場上の問題もあろ事が，出生時から

注意すべきことであるという認識が深まりつつあるとい

えよう。

回答、 116遇。 r股間だけにおむつを当てる指導」が 81

%0" r三角おむつでもゆるく当主ればよい」が11%0

「どちらで畠よい」が8%，。

今股間だけK当:t~指灘のほうがまちがいな《簡単で啓

議に便利であり.81%の方はこ円ようにお考えのようで

ある。 rおむつだけの注意をする」が11%と少なしお

むつカバー，衣服，抱き方などおむつ以外にもなんらか

の指噂が行われているのが89%と大部分を占めている。

問 4.指導はどこでやっていますか。

回答 115通。病院で行われている場合が90%，保健所

が29%であった。いろいろな機会をとらえて指導が

行われているようである。

問 5.母親に対する指導はどなたがやっていますか?(

回答 114遇。医師が直接指導していることが多し 87

%，。このうち診療科別に回答された81速についてみ

ると;r:盤形外科医だけが指導している」が93%で.

「小児科医または産科医も関与している」が7%。

♂先に述べたように関係のある各診療科の協力こそ今

後の課題である。一方，バラメディカノレの方Aによ

る指導は63%(72通〉で，この72過のうち，指噂に

看護婦参加74%.助産婦参加44%.保健婦参加38%

となっている。これらパラメディカルへの7ピーノレ

も今後とも必要であろう。

問 6.新生児検診をやっていますか?

回答 119通。「やっている」が50%，。

間 7 新生児検診の資料をおもちですか?

回答 118通。 rもっている」が35%。

問 8 予防活動実践の資料をおもちですか?

回答 116適。 rもっている」が12%。

この回答から考えても，新生児検診からさらに一歩進

めた予防の立場にたって先夫股脱を観察七考瓦てゆくに

ふさわしい学問的背景がいまや十分整っているといえよ

う。

そζで本年度は，整形外科領域の医療施設応対するr
yヶート調査〔資料1)と，保健所，及び産科，小児科

を標携する医療施設に対するア1ケ{ド調査【資料2)

を実施した。

1) 

〔資料1)によるアYケートの調査対象は，厚生省育

成医療指定機関及び250床以上の非指定機関の整形外科

部長あてに 1.033適発送し. 338遜 (33%)町返信を得

た。ァ γヶートは E演料 1)の如くである。

ァγヶートの集計は第1表の如〈である。回答数に対

するλ ーセγ トを(.)内に示した。尚10項目を抜粋し

て，全閣を10地区に分けてそれぞれを第2衰の如く集計

Lた。

以下主要な点について説明を加える。
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まず，自然育児指導に対して助産婦が理解を示じてい 帥ーで(iii)項?で，予防の考えに異論を述べ?と回答はなか

るのが，実に87%と高く，特に地被差はない ((1)ー(i) ったが，小児科や産科領域の理解が一層深められるよう

ー(a))。育児に直接従事する職楽であることから推察し にとの希望が多かった。

て，商い関心と理解を示すのは当然であろう。1I)

助産婦同様t保健勾り理解事高率に得られている ((2) ...l資料2)による7'/ケートの調査対象は，全国の保

!ーくiii))。出実時から股間だけに当てる方法は，北陸， 健所，産科，小児科を有する 150.床以上の病院，産科ま

東海，近畿，中国，四国民よく普及して，、90%前後がこ たは小児科を標務す~150.床以下の病院であり. 1.490通

の当て方である。これに比べて，東北，関東，九州でじ送付1..506通 (34，03めの返信を得た f第3表)。

は，わずか半数強の普及率である。熱心に手防活動をし 地域別，施設別にみると，先夫股脱予防のために，ぉ

ているグループのある地方ではよく普及しているのであ

ろうか。北陸では魚津保健所の飯間，国島ち，東海では

知多保健所の伊藤，山田ら，近畿では伏見保健所におけ

る石田ちの提唱や神戸市における荻原・香川ら，中国で

は広島大学の檎悶ら，四国では徳島大学の和田らによる¥

活動がある。東北，関東，九州で普及率の低い理由は不

明であるが千葉県水戸市以外予防活動が地区グループに

よって未だ取りあげられていない地方であることは注目

に値する。

むつのあて方に工夫しているという回答は保健所に商率

で (96.9%).産科"-"Jミ児科医は約65%であり，地域別

では北海道，関東，中部，近畿で高<.東北，中国，四

国，九州で低率であった〈第4表〉。この結果は，資料1

にもとづく整形外科サイ己ドの集計結果に一致するふ

おむつのあて方としては，股おむつ法が保健所の指導

では54.9%.産科・小児科では30%強で，股聞を厚くと

か，従来のT型三角形tp)ままで自然肢位を保たせる方法

とかがそれに受いで多かった正第5表〉。

この出生時から股間だけにおむつを当てる方法の普及 おむつづバぷにフいでは，股聞を巾広くしl摂まわりを

率と. (4)ー(i)項の先天股脱が減少したという印象の率 、細くした新しい型のも円がかなり広〈普及している〈第

を照合してみると，股間だけのおむつのよく普及もてい β表〉。

み例えば東海，近畿では減少したという印象が強<. 衣服のつけ方，だき方にも注意するようにという指導

普及の少ない東北，関東，九州では減少 Lたという印象 もよく行われているrζ第7・8襲〉。
が少なくなっている。勿論，印象についてのアYケート 、股脱予防のための主、夫、していないという回答は，保健

項目なので，出生時からのおむつの当て方の大切さを陥ン~所に少な正，産科、小児科巧は約%であったが子全〈不
示しているに過ぎない。

必要とPう回答は少<';之れから考えてぶたいとJい号答

ここで必要になって来るのは，地域早るみの予防活動 ーが半数を占めていづる〈第9義弘、，

による頻度の変化についてのデータである。すでに京 股関節検診は出生当国は，ー産科医，助産婦陀よって行

都，富山，愛知，徳島での予防活動により頻度の減少し J わl%t，整形外科医による検診は少なし、。新生児室退院時

たという学会報告があるが，闘の(i)(ii)(iii)項にみら J には，やはり産科医による検診が多v、科、小児科医，盤

れるように.74件において予防活動が始められており o形外科医による検診の額度も高くなって、きているA ーか

これから活動を行なおうとしておられる方を含めると 月健診時刷、児科医i産科医，整形外科医による協の

:121件にも速する。そして，統計をとりながらこの活動 比率が 3: 2 : ;1となっている。 3;""4が月健診時は，

を開始しておられるのが60件あり，すでに25件が減少し 整形外科医が全検診の40%.程度に関与ιtいる数字とな

ていると解答している。活動をはじめたばかりなのでま っている〈第10表〉。 川 一 日 ε) 

だ頻度の減少についてはわからないとするのがお件あ.. おむつのあτ方についての母親への指噂は，いろいろ

り，今後，予防に関する多数の発表が行われると期待で r な機会をとらえて広くおこなわれている〈第11表j。〉

き竺?ーレー← 、 守〔結論〕

(4).一(ii)~耳ーにみられるように，今後の活動として大切

と考えられることとしては，育児密の改訂，母子手帳へf

の記入，行政面の協力，ベピー用品業者の協力等が強〈

要望され7でいる。 i

民間レベノレで順調にすすめられている先天股脱の予防

士活動を，行政的な立場かちどのようにしでミれを支J持

1.-;指導しでゆくかが今後早速に決められねばならない

課題であろうと恩おれる。 ..-;-X} . /:.) 

、

、、

，. "， '¥ 
¥ノ

、
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先天股脱生後成立の防止第2次 7'/ケート L 

(E重l形外科領域の医療施設に対する一昭和52年2月7、

目回舎の|助産婦: • I所属・、

協力者|保健婦 1 |所属

先天性股関節脱臼の成因の中で.生後肢位の扱い方がーつの成因であ右ことは古ミ、から知られでいますが近

年、生後第1日目から背児法を改善しむ上記成因を取り除くと新生児期の股関節脱臼も乳児期の股関節脱臼

も共に著L<減少することが突証書れてまいりま Lた。このような気速に乗って，自然肢位育児法への改善 L 

〈先夫股脱の手防〉について.次の7-"/ケートにお答えでFさり 2月28日までに御返信いただきますようお願い I 
申し上げます。 ー 九 、 、 .:-1 
尚，アンケートに御記入しにくいお答えの場合fこは.~商に項目番号御記入の上自由に御意見をお欝き干さ《ト

い@ ふ I厚生省先突股脱予防研究班L整形外科部会 、

三 = 、石田，初11.坂口，村ム山悶(アイウエオ蹴)) 

;第14集日本総合愛育研究所紀要

〔資料1)

回答者氏名

(整形外科医〉

(1) 賓病院の産科及び検診に出向い七おられる産科〈病院名.

(i) 自然肢位育児指導について......

(司助産婦に理解を求ぬま lしたカ~，，?し 3 仔)はい (白)いいえ 付これからする

(b)助産婦が理解を示じていまずが宅 {イ)はい 恒)いいえ 付わからない

(C) 助産婦が母親にこの指導をじでいますが? eイ)はい (同いいえ e 

ω 助産婦は母親のどの時期に指導じていますか?

付).妊婦に対じt 倒産科ス院時 付母親の初回おむつ交換時 伺産科退院時

(司指導用のパシフレットを使用していまpすか? (1) はい 同いいえ ぐ 、，::' . -;.: 

( ii) 貸しおむつについて““

{時貸しおむFつを利用ιていますtJ~:.? 付}はい (司いいえ 、、'"<".，;:-'.:;/，

(b) どんなデザイ γのものです点主全 おむつとカパーの図を指定の箇所〈略〉に描いで下さじ、。

(C) 貸しおーむヴで自然肢位と自由な運動は妨げられていませんか? (イ)いない 帥いる

(iii) 持容すjるおむ，っとおむつ殉バーについて......

(叫股間だけに当τる」にうにたたまれていますか? 付)はい (吋いいえ

、(b)三角に折り横から巻くようにたたまれていますか? 、(イ)はい (司 いいえ

ω おむマカバヶが自然り肢位を妨げると判断されたときどうしていますか?

(イ) マ-:，}，'yクやポタ γのつけ方を工夫させる (司 つ4りかえさせる

付買いかえさせる 伺そのまま用いる

(iv)、その他の産科における注意について・.

(a) ベピ?服につい宅，も注意していますか?

9')抱き方の注意もじ1ていますか? (イ)

(2) 保健所において

(i) 貴病院から襲形外科医が保健所ロ出向いておられますか?

(ii~ 骨の方の氏名，所属，保健所名量お知らせ下さい。

付)氏名 f帥所属

〉において

L 
与え一

J

tv u
 

し、いえ

はい、 帥

f~~、{司

、(ロ)いいえ

(イ}

(1) 

bまし、

。

、

(暗主いいえに

盛塁

~笠

(イ) fまし、

いいえ

保健所名

(ロ)

や9

(iii) 出向いている保健所7で，保健婦の理解は得られていますか?

Jωι はし.~~伺いいえ 判部分的

(iv) 保健婦が母親教室〈姥婦教室〉で母親にこの指導をしていますか?

(v) 保健婦が乳児を持つ母親に指導していますか? 付) はい

(vi) 保他所管内での産科医や助産婦の協力が得られていますか?

{イ)いる 刷いない 判部分的
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(3) 地域ぐするみ由活動I二ついて . ，ハ h

〈け この予防活働をLておられますか? イ 会、、/) .~.、

(イ)はい・・いつからですか? 年 月より 伺いいえ 付これから

(ii) どの職域団体の協力が得られでいますか?

，(，0"医師足首ー一帥一産科医安 -vr助産域安C '; __ ("):ーベ '，E:';";:'用品業者り長官、一戸時て保;耀婦~~--'~'，'~'-'l

付ホームヘルパ4の会 作)保母借，.掛婦人会二 W仁策護婦会恥 ~þ硲 jfJ 』 fi
(iii) どのようにしてPR活動をしておhれますか? 〆 己ぺ 行 : 

的地方新閥 的団体機関新岡 村パシフレけを母子手帳にはさみ込む

併 講習 会 的講演会正付母親教室 (ト}その他 ! 
(iゆ誕生頻度の統計はとられていますか正乳児う? (.イ)はい;一、伺いいえ ヘ .J' ! 

， (v) 発生頻度内過去のデーれま何年がち残っていますかく手L児)? i 
(吋》 ごの活動をして乳児先天股脱の頻度は減少 Lましたか? 1 

(引はい 伸しトいえ 付わか与ない ， 、い

(~む との頻度の変加こっし、tデータがありましたらお教え下さい。

'(4) モ ω 他 i

: (i)糊先天酬の頻度は数年齢:J:i;l:.砂レたという印象をお持ち廿か? j 

， ω はい 布ぺいいえ V昔、 fわがらない

(ii) 今後どのような活動が籾とお考えずか? ヘ にて， f j 
(1)育児替の改訂イ帥婦人雑誌社の理解 付ベピー用品業者の協力 i 

i 科教科書の改訂!制母子健康手帳への記入 村行政商の協力了。) .去の他 (;:> : 

(iii) 冒頭目考え方に御異論持いし御追加が制ましたら御記入下さ川 、 I 
〔資料 2) 先天股脱予防に関する質問索 令 i 

¥(保健所.摩科，小児科病院に対するアシヶ.:.})可 ，] :: ! 
; 

き下さい。 I
お際

おむ号について l パ「よ 、 〉 j 

JZみ22特設:野菜?22五弘恕222 F おむつカんにつ川

システム氏ついて検討をつづけております。 衣服につい:て¥い J ヘ ド l 

? こめ度L先天股脱の予防につし1て皆様方のお考えを車υJ 〆 ρ 抱き方についでー

かがい，あわせてこの問題に関ずる現状を知りたいと考 3・ l.bの場合，お考えの内容をおきかせ下知、 i 
え，別紙〈返信用紙〉のような質問慕を作成ドだしまし β 釘

股脱予防に関心がない i 
た。 f

: お忙しい折，御商倒なお願いで申しわけございませぶ b これまでのやり方でよい i 
:が，どう宅よろlしく御協力下さいますようお願いいたJ. .-'; 人 c これから考えてみたい i 
;ます。 "ρ マ:ι 股関節検診は，いっ，誰がしていますか。 j 
l 御返事は 3月初固までにお願し向、たします

<'V'I;:;......"J.?o ...()内，産は産科医小昨小児科，整は整外
昭和53年 2月

i 先天股脱予防に関する研死斑 医，保は保健婦g 劫は助産婦，靖は君護婦の略守

内 i藤 芳七郎 J す。骸当する検診担当者をOでかこんで下さいパ

. 海 田 啓 J 司、 a 出生当E ピ産~九整γ保'.助'~曹〉 ! 
， シ J

1 ゾ 白 b 新生児室入院中文は退院時(産'，'IJ、整"j 
I . ， ~ _ ~ャ

閉答者l 闘 関医師〈産，小〉! 侭 助 ， 宥 〉 に に . ~.円、んl叩".) 1 

:|氏自l l 問 f 阿保..助，靖、 ι|け"'<_.'( '::c -': i ヵ月健診時ピ彦 \j<，{~，.ji伝説会〉!

;闘 す持目り記号をOでかこんすねい。 よい:;-;ご 、 ふ 3-，-4カ月健診時〈阜/JL惑が低m・14
F 、先未股脱予防のため，おむつf?~，て方寺ど工夫して♂ 5，おむつのあて方についての母親lへの指導はかるし者
(い其すか。~[: .'';ヮ す虫、 i 
i 山手 Jはい b いいえ r 二、!引 字 母親学級で、 J h:新生児蜜退院時 1 
2， '.".:aφ場合，どのよう芹じれが，具体的にお書 c 1カ月健診時 d 3-4カ月働時 i
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第 1表先天股脱生後成立の防止

第2次ァγヶート調査結果

発送総数

返信総数

返信率

1，033通

338通

33~百

目項

(1) 貴病院の産科及び検診に出向いておられる産科において

( i) 自然肢位育児指導について....

(a) 助産婦に理解を求めましたか (イ) はい

(ロ) いいえ

村これからする

(b)助産婦が理解を示していますか (イ) はし、

帥いいえ

村わからない

(C) 助産婦が母親にこの指識をしていますか (イ) はい

同いいえ

(曲助産婦は母親のどの時期に指導していますか (イ}妊婦に対して

伺産科入院時

判母親の初回おむつ炎換時

伺産科退院時

(的指導用のパンフレットを使用していますか 付)はい

(ロ)いいえ

(ii) 貸おむつについて…・・

(a) 貸しおむつを利用していますか (イ} はい

え

い
、

P
4
9

b

a

y

 

-v

し

伺

的てれ
h
り

g
J
 

妨+
J
O
 

動運な由向日ル」位肢然向
闘でっ

か
む
ん

お
せ

'
レ
寺
蜘

貸

い

肋

(同いる

(iii) 持参するおむつとおむ勺カバーについて・・

但}股間だけに当てるよ号にたたまれていますか (イ) はい
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第 5表工夫していますか?はい

JPLおpつについ之

: | 保 健 所JfI、産

~回 答 総数， .1 ' 233 ヤト， 86 

股お tむつ 1，.128 (54.9). t g7 (31心

巻おむつ廃止 I 11 ( 4.7) I 9 (10.5) 

股間を厚く 1 18 ( 7.7ワ 1 8 ( 9.3) 

、従来、逮り (T型・き角) I 22(9心 I 8 ( 9ーの、

-迂の (!lMlB(:め整形 … 外 科 ι 依!!!i. 1 1 (0，4) 1 0 (.O.O) 
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第B表 (2) おむつヵパーについて

保健所 産 科

回 答 総 数 177 69 

新 L し、 型 83 (46.9) 18 (26.1) 

従 来 の 型 46 (26.0) 11 (15.9) 

巻おむつカバ ー廃止 15 ( 8.5) 8 (11. 6) 

そ の 他 3 ( 1.7) 7 (10.1) 

盤 形 外 科 依 頼 。(0.0) 。(0目。〉

これまでのやり 方 で よ い 3(1.7) 1 ( 1.4) 

特 10 な L 1 ( 0.6) 2 ( 2.9) 

回 答 な し 34 (19.2) 28 (40.6) 

第 7衰 (8) 衣服について

保健所 産 科

回 容 総 数|凶 23 

工 夫 し て 、，、 る III (77.1) 14 (60.9) 

従 来 通 り 13 ( 9.0) 5 (21. 7) 

そ ーの 他 2 ( 1.4) o (0.0) 
整 形 外 科 bこ 依 頼 。(0.0) 。(0.0) 

これまでのやり方でよい 1 (0.7) 。(0.0) 

特 bこ な し 3 ( 2.1) 3〈13.03〉〉
回 答 な し 15 (10.4) 1 ( 4. 

F 第 S哀悼抱き方について

保健所 産 幸}

回 答 総 数 156 31 

エ 央 し て し、 る III (71. 2) 19 (61. 3) 

従 来 通 り 4 ( 2.6) 。(0.0) 

そ の J 他 2 ( 1. 3) 。(0.0) 

整 形外 科 依頼 。(0.0) 0(0.0) 

l 一二一れまでのやり方宅よいも 1 (.0.6) 。(0目0)

特 bこ な し 6 ( 3.8) 6 (19目4)

回 答 な し 32 (20.5) 6 (19.4) 

第8表工夫していますか? いいえ

同王子7産 科|

返 l 送 総数

l回答総数

J 股、臨むif防に、関心がない

これまでのやり方でよい

これ か ら 考 え てみたい

整形外科に依頼

回答なし

256 

8 

0 

3 (37.5) 

5 (62.5) 。
。

-232ー

144 

47 

4 ( 8.5) 

14 (29.8) 

26 (55.3) 

1 (2.1) 

2 ( 4.3) 

( )内回答総数に対する%

小児科 総 百十

50 296 

20 (40.0) 121 (40.9) 

11 (22.0) 68 (23.0) 

6 (12.0) 29 ( 9.8) 

3 ( 6.0) 13 ( 4.4) 

o ( 0.0) 0(0.0) 

0(0.0) 4 ( 1.4) 

3 ( 6.0) 6 (2.1) 

10 (20.0) 72 (24.3) 

( )内%

小児科 総 計

31 198 

15 (48.4) 140 (70.7) 

1 ( 3.2) 19 ( 9.6) 

o (.0.0) 2 (.1.0) 

0(0.0) 。(0.0) 

1 (3.2) 2'( 1.0) 

11 (35.5) 17(8.6) 

3 ( 9.7) 19 ( 9.6) 

( )内%

小児科 総 計

32 219 

20 (62.5) 150 (68.5) 

0(0.0) 4 (1.8) 

o ( 0:0) 2 ( 0.9) 

。(0.0) 。(0.0) 

0(0.0) 正(0.5)

8 (25.0) 20 ( 9.1) 

4 (12.5) 42 (19.2) 

〈 〉内回答総数に対する%

小児科|総 計

106 

37 

2 (5.4) 

10 (27:0) 

20 (54.0) 

2 ( 5.4) 

3 (8.1) 

506 

92 

6 ( 6.5) 

27 (29.3) 

51 (55.4) 

3 ( 3.3) 

5 ( 5.4) 
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第10表ー 1 股関節検診は，いつ，誰がしていますか?

a.出生当日 〈

計

506 

170 

121 (71.2) 

23 (39.1) 

10 ( 5.9) 

4 ( 2.4) 

52 (30.6) 

8 (4.7) 

1 ( 0.6) 

総'J' 

106 

44 

28 (63.6) 

14 (31.8) 

4 ( 9.0) 。
8 (18.1) 

2 ( 4.5) 。

科

144 
87 

61 (70.1) 

5 ( 5;7) 

1 ( 1.1) 。
32 (36.8) 

2 ( 2.3) 。

産所

256 

39 

32 (82.0) 

4 (10，3) 
5 (12.8) 

4 (10.3) 

12 (30.8) 

4 (10.3) 

1 ( 2.6) 

健保

数

数

し

総

総

な

産

小

盤

保

助

君

送

答

答

返

回

回

〈

第10表-2

b.新生児室入院中又は退院時

計

506 

234 

137 (58.5) 

62 (26.5) 

53 (22.6) 

5く2.1)

38 (16.2) 

9 (-3古)-

4 ( 1.7) 

総
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科産所

256 

43 

32 (74.4) 

8 (18.6) 

8 (18.6) 

3 ( 7.0) 

目 11(25.6) 
I _-_-3 ( 7，0) 

し I 1 ( 2.3) 

健保

数

数

総

総

産

整

保

助

着

送

答

返

回

な答回

第10表-3

1カ月健診時 〉内回答総数に対する%〈c 

計

=233= 

総

506 

293 
110 (37.5) 

155 (52.9) 

53 (18.1) 

30 (10.2) 

18 ( 6.1) 

2 ( 0.7) 

3 ( 1. 0) 

科

106 

85 
7 ( 8.2) 

76 (89.4) 

13 (15.3) 。
0 

0 

1 ( 1. 2) 

児'J、帯十

144 
128 

67 (52.3) 

47 (36.7) 

27 (21.0) 

3 (2.3) 

5 ( 3.9) 。
2 ( 1.6) 

度所

256 

80 

36 (45.0) 

32 (40.0) 

13 (16.3) 

27 (33目8)

13 (16.3) 

2 ( 2.5) 。

健保

数

数

し

総

総

な

産

小

整

保

助

宥

送

答

答

返

回

回
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第10表-4

d.' 3-4カ月健診時 ( )内回答総数に対す昌広

保健所 産 科 小児科 総 計

返 送 総 数 256 144 106 506 

回 答 総 数 246 92 95 433 

産 4 ( 1. 6) 19 (20目7) 3 ( 3.2) 26 ( 6.0) 

小 150 (60.9) 48 (52.2) 77 (81. 0) 275 (63.5) 

整 I 123 (50.0) 39 (42.4) 34 (35.8) 196 (45.3) 

保 64 (26.0) 7 ( 7.6) 1 ( 1.1) 72 (16.6) 

助 8 ( 3.3) 2 ( 2.2) 。 10 ( 2.3) 

君 4 ( 1. 6) 。 。 4 ( 0.9) 

回 容 な し 1 ( 0.4) 。 2 ( 2.1) 3 (0.7) 

第11表 おむつのあて方について，母親への指導はいつしますか?

( )内回答総数に対する%

保健所 産 科 小児科 総 計

返 送 総 数 256 144 106 506 

国 答 総 数 249 137 100 486 

a 母 親 品で{- 級 で 223 (89.6) 36 (26.3) 24 (24.0) 283 (58.2) 

b 新生児室退院時 16 ( 6.4) 119 (86.9) 54 (54.0) 189 (38.9) 

c. 1 カ 月 健 診 時 37 (14.9) 23 (16.8) 43 (43.0) 103 (21.1) 

d. 3-4 カ月健診時 173 (69.4) 7 ( 5.1) 33 (33.0) 213 (43.8) 

e.回 答 な し 7 ( 2.8) 7 ( 5.1) 6 ( 6.0) 20 (4.1) 

-234ー


